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　令和４年11月26日（土）長野県立美術館「ホール」（長野市）において、「第45回長野県児童・
生徒木工工作コンクール表彰式」が、受賞者やその関係者の皆様のご参加により開催されま
した。
　今年度は、参加学校数116校、応募点数4017点で、県内各地から子どもたちの力作が数多
く出品されました。

「第45回長野県児童・生徒木工工作コンクール」最優秀賞（長野県知事賞）
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４
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》
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２
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》

　
　
「
流
木
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
」

辰
野
町
立
辰
野
東
小
学
校
６
年

《
特
別
支
援
学
校(

級)

の
部
》

　
　
「
春
の
山
小
屋
」

大
町
市
立
大
町
東
小
学
校
３
年

長野の林業
フルカラー版
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 新年のごあいさつ

中部森林管理局長

長野県林務部長

関口　高士

吉沢　正

「
新
し
い
林
業
」
に
向
け
て

「
新
し
い
林
業
」
に
向
け
て

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

◇
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
県
の
森
林
・
林
業
行
政
の
推
進
に
あ
た
り
、
格
別
な
御
支
援
、
御
協
力

を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
新
年
の
抱
負

今
年
は
、
長
野
県
総
合
５
か
年
計
画
、
森
林
づ
く
り
の
方
向
性
や
施
策
展
開
を
定

め
た
「
長
野
県
森
林
づ
く
り
指
針
」、
そ
し
て
第
４
期
の
森
林
づ
く
り
県
民
税
が
同

時
に
ス
タ
ー
ト
す
る
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

本
県
の
民
有
林
人
工
林
は
８
割
が
50
年
生
を
超
え
、
育
て
る
時
代
か
ら
利
用
の
時

代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
2
0
5
0
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
や
、
将
来
に
わ

た
り
持
続
的
に
木
材
を
生
産
、
利
用
で
き
る
森
林
・
林
業
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
た
め
、
若
い
森
林
に
更
新
す
る
た
め
の
再
造
林
の
加
速
化
や
林
業
を
支
え
る

担
い
手
の
確
保
・
育
成
、
林
業
の
生
産
性
や
経
営
力
の
向
上
、
県
産
材
の
安
定
的
な

供
給
体
制
の
確
立
な
ど
に
関
し
、
着
実
に
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

◇
関
係
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

先
人
た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
育
ま
れ
て
き
た
森
林
の
多
面
的
機
能
は
、

人
々
の
暮
ら
し
を
守
り
、
ゆ
た
か
な
社
会
を
創
る
う
え
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
で
す
。
今
後
と
も
、
林
業
・
木
材
産
業
関
係
の
皆
様
や
市
町
村
関
係
者
、
県
民

の
皆
様
と
と
も
に
、
森
林
づ
く
り
や
林
業
・
木
材
産
業
の
一
層
の
発
展
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

本
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
良
き
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
し
、
新
年

の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

◇
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
、
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
つ
き
ま
し
て
、
格
別
の
御
理

解
と
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
新
年
の
抱
負

林
政
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

も
相
ま
っ
て
不
透
明
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
目
指
す
べ
き
方
向
は
固
ま
っ
て

い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
森
林
・
林
業
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
森
林
資
源
の
適
正
な
管

理
・
利
用
や
「
新
し
い
林
業
」
に
向
け
た
取
組
の
展
開
、
新
た
な
山
村
価
値
の
創
造

な
ど
の
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
す
。

特
に
、
伐
採
か
ら
再
造
林
・
保
育
に
至
る
収
支
の
プ
ラ
ス
転
換
を
目
指
す
「
新
し

い
林
業
」
に
向
け
て
は
、高
性
能
林
業
機
械
導
入
等
の
取
組
が
あ
る
程
度
進
む
一
方
、

地
拵
え
、
植
付
け
、
下
刈
り
と
い
っ
た
作
業
に
つ
い
て
は
、
効
率
化
・
省
力
化
の
余

地
が
多
分
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

国
有
林
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
で
様
々
な
取
組
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
そ
の
情
報
に
つ

い
て
皆
様
と
共
有
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
対
策
、
木
材
供
給
、
森
林
空
間
の
利
用
等
、
地
元
で
は
様
々
な
御
要

望
が
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
。地
域
に
国
有
林
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
よ
う
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◇
関
係
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

林
業
県
長
野
に
は
、
森
林
・
林
業
に
関
す
る
様
々
な
知
恵
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
皆
様
と
共
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
豊
か
な
森
林
を
次
世
代
に
残
し
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
方
の
益
々
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
祈
念
し
、
新
年
の
御
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　
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長野県木材協同組合連合会
理事長

長野県森林組合連合会
代表理事会長

宮崎　正毅

藤原　忠彦

〜
木
材
利
用
に
よ
る
循
環
型
社
会

〜
木
材
利
用
に
よ
る
循
環
型
社
会

の
実
現
を
確
実
な
も
の
に
〜

の
実
現
を
確
実
な
も
の
に
〜

森
林
が
支
え
る　

森
林
が
支
え
る　

　
　

持
続
可
能
な
未
来

　
　

持
続
可
能
な
未
来

◇
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

令
和
五
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
当
連
合
会
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
御
支
援
と
御
協
力
を
賜
っ
て

お
り
ま
す
こ
と
に
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
一
昨
年
の
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
に
引
き
続
き
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
、
記
録
的
な
円
安
な
ど
予
測
不
能
な
事
態
に
よ
り
ま
し
て
、
海
外
の
資
源
に
頼
る

リ
ス
ク
が
強
調
さ
れ
、
外
材
に
頼
ら
な
い
国
産
材
主
体
の
需
要
形
態
に
移
行
す
る
こ

と
が
、
さ
ま
ざ
ま
観
点
か
ら
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

国
内
の
森
林
は
、
人
工
林
を
主
体
に
充
実
し
つ
つ
あ
り
、
資
源
的
に
は
そ
の
期
待

に
応
え
る
こ
と
は
充
分
可
能
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
契
機
に
主
伐
を
進
め
、「
植
え
て
、
育
て
て
、
伐
っ
て
、
使
う
」
循
環
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
関
係
者
一
体
と
な
っ
て
、
早
期
に
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

◇
新
年
の
抱
負

人
口
減
少
に
伴
い
、
国
内
の
住
宅
着
工
数
は
、
毎
年
３
％
程
度
減
少
す
る
と
予
測

す
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
も
あ
る
中
、
木
材
の
新
た
な
需
要
先
と
し
て
、
非
住
宅
分
野
に

関
係
者
の
熱
い
視
線
が
注
が
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
の
非
住
宅
へ
の
木
材
利
用
は
、
建
築
基
準
法
の
改
正
に
よ
る
規
制
緩
和
に

よ
り
、
木
造
で
で
き
る
範
囲
が
広
が
り
、
そ
れ
を
大
断
面
集
成
材
な
ど
の
技
術
開
発

が
後
押
し
し
て
、
各
地
に
木
造
ド
ー
ム
な
ど
規
模
の
大
き
な
施
設
が
建
て
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、建
築
コ
ス
ト
の
課
題
も
あ
り
そ
の
ブ
ー
ム
は
過
ぎ
去
っ
て
い
き
ま
し
た
。

現
在
の
中
高
層
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
な
ど
大
規
模
施
設
の
木
造
木
質
化
の
動
き
は
、
脱

炭
素
の
御
旗
の
下
、
大
規
模
資
本
に
よ
る
木
材
耐
火
製
品
の
開
発
に
支
え
ら
れ
、
数

年
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
過
去
の
反
省
を
踏
ま
え
、
一
過
性
の
も
の
と
な
ら

な
い
よ
う
木
材
を
適
材
適
所
に
使
う
考
え
方
に
よ
り
、
広
く
社
会
に
浸
透
し
て
い
く

こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

◇
関
係
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

わ
た
く
し
た
ち
長
野
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
協
同
組
合
の

理
念
に
基
づ
き
、
関
係
者
間
の
信
頼
関
係
の
構
築
に
努
め
、
木
材
の
利
活
用
を
通
し

て
、
循
環
型
社
会
の
実
現
に
汗
を
か
い
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
長
野
県
の
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
発
展
と
皆
様
方
の
御
健
勝
と
御

多
幸
を
心
よ
り
御
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
及
び
県
下
18
森
林
組
合
の
活

動
に
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

世
界
的
に
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
が
言
わ
れ
、森
林
・
林
業
へ
の
期
待
が
高
ま
っ

て
い
る
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
加
え
、
昨
年
2
月
か
ら
続
く
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
背
景
に
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
状
況
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

木
材
需
給
は
い
ま
だ
不
安
定
で
先
行
き
が
不
透
明
な
状
況
で
す
。

◇
新
年
の
抱
負

健
全
な
森
林
環
境
の
保
全
と
成
熟
し
た
森
林
資
源
の
活
用
に
向
け
て
、
地
域
林
業

の
中
核
的
な
担
い
手
で
あ
る
森
林
組
合
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
そ
の
役
割
を
発
揮
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
期
待
に
応
え
て
い
く
た
め
に
は
、
中
長
期

的
な
人
財
の
確
保
・
育
成
と
林
業
現
場
の
労
働
安
全
の
徹
底
が
不
可
欠
で
あ
る
と
と

も
に
、
林
業
に
お
い
て
も
多
様
な
働
き
方
や
技
能
検
定
制
度
の
導
入
な
ど
人
へ
の
投

資
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
循
環
型
林
業
の
原
動
力
と
な
る
木
材
利
用

の
拡
大
と
高
付
加
価
値
化
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

県
森
連
と
し
て
は
、
長
野
県
産
材
の
需
要
拡
大
を
訴
え
、
山
へ
の
還
元
を
増
や
す

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
研
修
会
や
指
導
監
査
を
通
じ
て
、
森
林
組
合
の

取
り
組
み
の
支
援
を
し
て
い
く
ほ
か
、
林
業
D
X
を
実
現
す
る
た
め
の
環
境
整
備
と

情
報
発
信
を
引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
関
係
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

豊
か
な
森
林
を
未
来
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、
森
林
組
合
系
統
一
丸
と
な
っ
て
課
題
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

結
び
に
、
世
界
の
平
和
を
願
う
と
と
も
に
、
本
年
が
林
業
関
係
業
界
に
と
っ
て
災

害
の
無
い
、
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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松
本
市
島
内
山
田
地
区
は
、
市
内
の
北
部
丘
陵
地
に
位
置
す
る
海
抜
約
八
百
ｍ
の

集
落
で
、
そ
の
周
囲
に
は
多
く
の
野
鳥
や
昆
虫
が
生
息
す
る
自
然
豊
か
な
里
山
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

 

里
山
整
備
利
用
地
域
と
し
て

　

当
地
区
で
は
、十
年
余
前
か
ら
森
林
組
合
へ
の
委
託
と
住
民
自
ら
に
よ
る
作
業
で
、

里
山
に
お
け
る
計
画
的
な
森
林
整
備
を
行
っ
て
お
り
、
令
和
元
年
に
は
、
ほ
ぼ
全
戸

数
及
び
不
在
者
多
数
を
含
め
構
成
さ
れ
た
当
協
議
会
を
構
成
し
、
県
下
五
十
番
目
の

里
山
整
備
利
用
地
域
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
、
協
議
会
員
に
よ
る
林
内
の
作
業
道
や
歩
道(

自
然
観
察
道)

の
刈
り
払
い
、

倒
木
除
去
、
鳥
獣
害
防
護
柵
の
修
繕
、
さ
ら
に
近
年
は
、
天
然
木(

巨
樹)

へ
の
標
識

設
置
、
山
野
草
や
生
息
す
る
動
植
物
、
昆
虫
の
調
査
な
ど
、
里
山
を
通
じ
幅
の
広
い

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

 

後
世
へ
の
伝
承
を
目
指
し
て

　

松
本
市
街
地
の
比
較
的
至
近
で
あ
り
な
が
ら
、
当
地
区
は
先
人
に
よ
り
里
山
が
守

ら
れ
、
炭
焼
き
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
里
山
を
通
じ
た
地
区
住
民
の
交
流

に
よ
り
、
里
山
が
地
区
の
資
源
と
し
て
活
用
さ
れ
て
行
く
よ
う
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
【
松
本
地
域
振
興
局
林
務
課
】

里
山
を
通
じ
て
地
区
住
民
が
一
体
に

里
山
を
通
じ
て
地
区
住
民
が
一
体
に

〜 
松
本
市 

島
内
山
田
地
区 

里
山
整
備
利
用
推
進
協
議
会
の
活
動 

〜
巨樹 標識設置巨樹 標識設置

防護柵修繕防護柵修繕

自然観察道調査自然観察道調査

　

上
小
森
林
認
証
協
議
会
で
は
、
上
田
地
域
の
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
認
証
森
林 

９
、５
０
０
ha
を

活
動
場
所
と
し
て
、
令
和
３
年
度
か
ら
調
査
研
究
活
動
を
柱
と
す
る
「
に
ぎ
や
か
な

森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
い
き
も
の
や
人
で
に
ぎ
わ
う
、
地
球

に
い
い
森
づ
く
り
」
を
目
指
し
、「
に
ぎ
や
か
な
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
命
名
し
ま
し
た
。

環
境
・
経
済
・
社
会
の
３
側
面
か
ら
み
た
持
続
的
な
森
林
経
営
の
た
め
の
実
践
と
学
び

の
モ
デ
ル
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

調
査
研
究
活
動
は
、
上
小
森
林
認
証
協
議
会
の
構

成
団
体
・
十
三
団
体
の
協
力
を
得
て
、
上
田
地
域
４
市

町
村
、
信
州
上
小
森
林
組
合
、
上
小
林
業
振
興
会
、
上

田
地
域
振
興
局
職
員
で
構
成
さ
れ
た
調
査
研
究
チ
ー
ム

が
主
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。
課
題
の
専
門
性
か

ら
、筑
波
大
学
山
岳
科
学
セ
ン
タ
ー
菅
平
高
原
実
験
所
、

県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
、
県
環
境
保
全
研
究
所
、
県
林

業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
、
や
ま
ぼ
う
し
自
然
学
校
等

よ
り
技
術
協
力
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、
長
期
的
継
続
課
題
４
課
題（
①
生

物
多
様
性
評
価
、
②
カ
ラ
マ
ツ
天
然
更
新
、
③
森
林
の

Ｃ
Ｏ
２
吸
収
量
評
価
、
④
カ
ラ
マ
ツ
丸
太
強
度
試
験
）に

加
え
、
現
場
か
ら
提
起
さ
れ
た
課
題
や
地
元
企
業
等
か

ら
の
提
案
課
題
解
決
の
た
め
の
活
動
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
き
、
森

林
の
里
親
協
定（
３
年
間
）締
結
に
よ
り
こ
の
活
動

を
支
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
企
業
は
、
こ
れ
ま

で
に
十
一
社
と
な
り
ま
し
た
。
企
業
か
ら
の
協
定

申
し
出
は
今
後
も
見
込
ま
れ
、
私
た
ち
の
取
組

み
が
地
元
企
業
等
に
と
っ
て
も
重
要
な
関
心
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。
調
査
研
究
活
動
に
課
せ
ら
れ
た

使
命
は
大
き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
地

元
企
業
の
皆
様
と
情
報
共
有
し
な
が
ら
、
地
域
課

題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。　
　

生物多様性評価調査 主伐予定地の昆虫調査（R4.10.4）生物多様性評価調査 主伐予定地の昆虫調査（R4.10.4）

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

「
に
ぎ
や
か
な
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
上
小
の
林
業
課
題
・
調
査
研
究
活
動
に
つ
い
て

「
に
ぎ
や
か
な
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
上
小
の
林
業
課
題
・
調
査
研
究
活
動
に
つ
い
て

【
上
田
地
域
振
興
局
林
務
課
】
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南
信
州
林
業
研
究
会
で
は
、
毎
年
下
伊
那
農
業
高
校
の
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
科
２
年

生
を
対
象
に
林
業
研
修
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
飯
田
市
北
三
区
財
産
区
の
ご
協

力
の
下
、
飯
田
市
街
地
か
ら
近
い
里
山
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
で
特
に
生
徒
の
関
心
が
高
い
の
が
、
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
見
学
・
体

験
で
す
。
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
元
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
も
あ
る
松
岡
秀
治
さ
ん

が
、
木
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
桜
の
巨
木
に
軽
々
と
登
り
、
高
所
の

枝
か
ら
枝
へ
の
移
動
や
ロ
ー
プ
に
体
を
預
け
て
枯
れ
枝
を
伐
る
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
体
験
で
は
、
ロ
ー
プ
で
安
全
に
登
る
ポ
イ
ン
ト
を
丁
寧
に
教
え
て
も
ら
っ
た

後
に
実
践
し
ま
し
た
が
「（
頭
で
は
）わ
か
っ
て
い
る
け
ど
身
体
が
思
っ
た
よ
う
に
動
か

な
い
」
と
の
声
や
、
目
を
輝
か
せ
て
ロ
ー
プ
に
し
が
み
つ
き
登
る
姿
が
あ
り
、
身
近
な

里
山
で
行
わ
れ
る
木
の
伐
採
技
術
な
ど
に
触
れ
る
貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
よ
う
で
し

た
。

　

研
究
会
で
は
、
こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
「
カ
ッ

コ
い
い
」や「
凄
い
」を
伝
え「
感
動
」や「
達
成
感
」

を
味
わ
っ
て
欲
し
い
と
、毎
年
、内
容
を
検
討
し
行
っ

て
い
ま
す
。
森
林
や
林
業
に
接
す
る
機
会
が
少
な

い
な
か
、
進
路
の
選
択
肢
と
し
て
興
味
や
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
今
後
も
工
夫
を
凝
ら
し

た
研
修
を
行
い
、
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

　
【
南
信
州
地
域
振
興
局
林
務
課
】

林
業
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て
く
れ
る
体
験
を

10
・
19 

下
伊
那
農
業
高
校
林
業
体
験
研
修
会

生徒が育てた野菜と豚肉を生徒が育てた野菜と豚肉を
使った豚汁も味わいました使った豚汁も味わいました

木の切倒し方を学び、玉切り木の切倒し方を学び、玉切り
作業を行いました　　　　　作業を行いました　　　　　

ツリークライミング体験ツリークライミング体験
「樹上からの眺めは気持ちいい！」「樹上からの眺めは気持ちいい！」

　
（
一
社
）日
本
治
山
治
水
協
会
・
日
本
林
道
協

会
主
催
令
和
４
年
度
治
山
・
林
道
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
式
が
、
11
月
16
日
、
東
京
都
千
代
田
区
平

河
町
「
海
運
ク
ラ
ブ
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

左
記
の
通
り
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

◇
第
45
回
林
道
維
持
管
理
コ
ン
ク
ー
ル（
敬
称
略
）

　

農
林
水
産
大
臣
賞　

　
　

虫
川
新
野
峠
線　

天
龍
村
長　

永
嶺
誠
一

◇
第　

回
民
有
林
治
山
木
材
使
用
工
事

　

コ
ン
ク
ー
ル

　
（
一
社
）日
本
治
山
治
水
協
会
長
賞

　
　

機
能
強
化
・
老
朽
化
対
策
事
業
第
12
号
工
事

　
　
　
　
　
　
　

諏
訪
地
域
振
興
局　

林
務
課

長
野
県
治
山
林
道
協
会　

事
務
局　

〒
380
―
8567
長
野
市
岡
田
町
30
―
16

　
（
０
２
６
）２
２
８
―
５
５
７
１

　

令
和
４
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン

❖
流
域
治
水
と
の
連
携
・
山
地
防
災
力
の
強
化
に
向
け
た
治
山
対
策
の
推
進

❖
森
林
づ
く
り
は
道
づ
く
り
か
ら
〜
災
害
に
強
い
路
網
整
備
の
推
進
〜

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度  

治
山
・
林
道
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

治
山
・
林
道
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

残存型枠・筋工における県産材の積極的な活用残存型枠・筋工における県産材の積極的な活用
（富士見町機能強化・老朽化対策事業第12号工事）（富士見町機能強化・老朽化対策事業第12号工事）

維持管理活動（虫川新野峠線）維持管理活動（虫川新野峠線）

2323
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出
し
ま
し

た
。
最
優
秀

賞
に
輝
い
た

山
﨑
愛
生
さ

ん
の
「
ご
飯

が
進
む
！
３

種
の
き
の
こ

油
淋
鶏
風
」

は
、
ぶ
な
し

め
じ
、
エ
リ

ン
ギ
、
ま
い
た
け
の
３
種
類
の
き
の
こ

を
鶏
肉
に
見
立
て
て
揚
げ
、
と
ろ
み
を

つ
け
た
タ
レ
を
た
っ
ぷ
り
掛
け
た
作

品
。
審
査
員
か
ら
は「
ア
イ
デ
ア
抜
群
」

「
鶏
肉
を
使
わ
ず
に
き
の
こ
を
主
役
と

し
て
い
る
の
が
い
い
」「
他
の
き
の
こ

に
も
応
用
で
き
る
レ
シ
ピ
」
と
賞
賛
コ

メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

選
出
さ
れ
た
受
賞
品
の
レ
シ
ピ

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

「
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
」
長
野
県
公
式
キ
ッ

チ
ン
に
掲
載
し
て
い
く
予
定
で
す
。

過
日
、
令
和
４
年
度
長
野
県
き
の
こ

料
理
コ
ン
ク
ー
ル
が
、
信
州
き
の
こ
祭

り
推
進
協
議
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、自
然
食
品
、

健
康
食
品
と
し
て
注
目
さ
れ
る
き
の
こ

を
材
料
に
し
た
、
ア
イ
デ
ア
に
富
む
料

理
を
募
集
し
、
優
秀
な
作
品
を
選
奨
す

る
と
と
も
に
、
広
く
公
開
し
て
き
の
こ

の
消
費
拡
大
を
目
的
と
す
る
コ
ン
ク
ー

ル
で
す
。

本
年
度
は
応
募
総
数
21
点
の
中
か

ら
、
審
査
員（
長
野
調
理
製
菓
専
門
学

校
石
坂
豊
明
校
長
他
５
名
）が
、
お
い

し
さ
や
ア
イ
デ
ア
の
斬
新
さ
、
普
及
性

等
を
審
査
し
、
最
優
秀
賞
他
４
点
を
選

　
【
信
州
の
木
活
用
課
】

長
野
県
き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

長
野
県
き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

ク
ッ
ク
パ
ッ
ド

長
野
県
公
式
キ
ッ
チ
ン

は
こ
ち
ら

最優秀賞最優秀賞
「ご飯が進む！ 3種のきのこの油淋鶏風」「ご飯が進む！ 3種のきのこの油淋鶏風」

������������������������� � � � ������� ����������������� �� ����� ������������ �� ����� ���������� �� ����� ����������������� ������� �� ����� ���������������� �� ��
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じ
て
、生
徒
達
が
「
林
業
っ
て
面
白
い
」

と
、少
し
で
も
林
業
に
魅
力
を
感
じ
て
、

将
来
の
就
職
先
の
選
択
肢
の
1
つ
に
な

れ
ば
良
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
実
習
は
、
後
継
者
の
育

成
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
自
身
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
も
繋
が
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
地
域
で
の
活
動
を
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

コラム　

一
昨
年
か
ら
上
伊
那
林
業
士
会
会
長

と
県
林
業
士
会
理
事
を
務
め
て
お
り
ま

す
矢
島
秀
樹
で
す
。
本
職
は
建
設
業
で

在
来
工
法
の
建
築
大
工
で
す
が
、間
伐
、

伐
採
な
ど
の
仕
事
も
あ
り
林
業
に
も
携

わ
っ
て
お
り
ま
す
。
私
の
祖
父
、
父
親

が
大
工
で
、
ま
た
父
親
は
伐
採
な
ど
も

行
っ
て
お
り
、
そ
の
姿
を
見
て
自
分
で

も
や
り
た
い
と
思
い
家
業
の
矢
島
建
設

に
入
り
現
在
に
至
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
な
ぜ
林
業
士
を
目
指
し
た

の
か
と
い
う
と
、
御
柱
祭
の
杣そ
ま
し
ょ
く職に

携

わ
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
杣
職

と
は
御
柱
の
根
離
し（
伐
採
）を
す
る
人

達
を
指
し
ま
す
。
林
業
士
を
取
り
地
域

の
中
核
的
人
材
に
な
れ
れ
ば
、
地
域
の

方
々
と
つ
な
が
り
や
す
く
な
り
、
信
頼

関
係
が
で
き
、
後
継
者
の
育
成
に
も
貢

献
で
き
る
か
ら
で
す
。

こ
こ
で
少
し
御
柱
の
話
を
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。
自
分
の
地
区
に
も
諏
訪
大
社

と
同
様
に
御
柱
祭
が
あ
り
、
諏
訪
の
一

年
後
、
つ
ま
り
今
年
の
５
月
の
連
休
に

リ
レ
ー
コ
ラ
ム

林業士

 
林
業
⼠
ध
म
︖

 
地
域
भ
森
林
林
業
現
場
द
主
体
的
प
活
動

घ
ॊ
⽅
॑
増
ृ
ख
︑
林
業
भ
活
性
化
॑
図
ॊ

ञ
ी
प
昭
和
48
年
ऊ
ै
⻑
野
県
ऋ
認
定
ख
थ

ः
ॊ
ु
भ
द
︑ 

県
下
各
地
द
﹁
地
域
林
業
भ

中
核
的
⼈
材
﹂
ध
ख
थ
活
躍
ख
थ
ः
ऽ
घ
︒

矢
島
秀
樹　

49
歳

長
野
県
林
業
士
会
理
事

上
伊
那
林
業
士
会
会
長　

池
田
工
業
高
校
建
築
科
、
松
本
技

術
専
門
学
校
建
築
科
卒
業
後
、
家
業

の
矢
島
建
設
に
従
事
し
現
在
に
至
る
。

建
築
経
験
歴
30
年

林
業
経
験
歴
20
年

平
成
25
年
3
月　

林
業
士　

認
定

プロフィール

行
わ
れ
ま
す
。
今
回
担
当
す
る
柱
は
一

之
柱
と
四
之
柱
で
、
目
通
り（
目
の
高

さ
の
位
置
で
測
っ
た
周
囲
長
）は
一
之

柱
が
3
ｍ
、
四
之
柱
が
2
・
2
ｍ
。
根

離
し
も
自
分
達
で
行
い
ま
す
。
今
回
そ

の
杣そ
ま
ち
ょ
う長を

や
ら
せ
て
頂
い
て
、
同
職
の

皆
様
と
無
事
安
全
に
根
離
し
す
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
そ
の
職
の
中
に
は
同
じ

上
伊
那
林
業
士
会
の
３
人
の
仲
間
が
お

り
、
同
じ
地
区
に
住
ん
で
い
て
担
当
す

る
柱
も
一
緒
で
す
。

本
題
に
戻
り
ま
す
が
、
上
伊
那
林
業

士
会
の
活
動
と
し
て
は
主
に
上
伊
那
農

業
高
校
の
間
伐
実
習
に
な
り
ま
す
。
実

習
生
は
、
以
前
は
緑
地
創
造
科
の
40
名

程
度
で
し
た
が
、
現
在
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
科
里
山
コ
ー
ス
の
20
名

程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
講
師
1
人
に

つ
き
４
名
程
度
に
分
か
れ
て
行
い
ま
す

の
で
５
班
位
に
な
り
ま
す
ね
。
実
習
の

目
的
は
各
生
徒
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の

操
作
・
整
備
、
立
木
の
伐
倒
技
術
、
枝

打
ち
技
術
の
習
得
で
す
。
２
日
間
に
わ

た
り
行
い
ま
す
が
実
習
内
容
な
ど
は
各

講
師
に
任
せ
て
あ
る
の
で
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
自
分
の
教
え
方
と
し
て
、
少
し
で

も
多
く
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
生
徒
に
使
わ

せ
て
あ
げ
た
い
と
思
い
、
基
本
的
操
作

説
明
の
後
は
切
ら
せ
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
い
つ
も
そ
う
で
す
が
１
人
１
、

２
本
伐
倒
さ
せ
て
い
ま
す
ね
。
２
日
目

の
午
後
に
な
れ
ば
か
な
り
技
術
が
上
達

す
る
の
で
、
時
間
が
あ
れ
ば
簡
単
な
イ

ス
を
制
作
し
、
学
校
に
持
っ
て
帰
る
生

徒
も
い
ま
す
ね
。
ま
た
、
本
業
が
大
工

な
の
で
、
こ
の
立
木
は
何
に
使
っ
た
方

が
良
い
の
か
な
ど
、
独
自
の
視
点
か
ら

も
話
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
実
習
を
通伐倒方向の向きなど説明中です伐倒方向の向きなど説明中です

チェーンソーの掛け方を教えていますチェーンソーの掛け方を教えています
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◀START

GOAL

主伐

間伐
植栽

木材利用
伐

って

育て
て 植

えて

つか
う

未来のために
再造林♪

森林から木材などの恵みを生産する林業は、
伐って、使って、植えて、育ててを繰り返す
持続可能な循環産業です。
このサイクルがバランスよく回ることで、
森林の公益的機能がより良く発揮されます。
めいろを解いて林業のサイクルを回しま
しょう！

抽選で5名様に特製カレンダーを
プレゼントいたします！

※長野県森林組合連合会HPにてカラー版を配布しています。

キーワードは、

○○○

途中にある文字を 3つ集めて

キーワードを当てよう♪

ハガキまたはメールに、
①氏名②住所③電話番号④キーワード⑤長野の林業の感想
を記入し下記までご応募ください。
＜応募締切＞令和 5年 2月 15 日 ( 水 ) 必着
＜応募先＞長野県森林組合連合会

〒380-8567　長野県長野市岡田町 30-16
長野県林業センタービル 3階
Email：sido3@naganomoriren.or.jp

※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。
　いただいた個人情報は本目的以外には使用しません。

みんなでトライ♪

森のめいろ
も　り

う

さ

ら
ま

す

か

ひ

の

ぎ

こ
ど

み
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２
０
２
２
年
12
月
８
日
、
木
曽
町
の
木

曽
お
も
ち
ゃ
美
術
館
・
木
工
振
興
拠
点
で
、

令
和
４
年
度
長
野
県
林
業
職
員
協
会
県
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
対
策

を
取
る
中
、
会
員
の
森
林
組
合
職
員
、
市
町

村
林
務
担
当
者
な
ど
県
内
各
地
か
ら
73
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

「
木
曽
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」
は
旧
黒
川
小

学
校
を
活
用
し
た
「
ふ
る
さ
と
体
験
館
」
を

改
装
し
、
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
総
合
監

２
０
２
２
年
11
月
17
日
〜
18
日
の
二
日

間
、
安
曇
野
市
の
も
く
り
ゅ
う
館
で
『
地
形

か
ら
読
む
林
業
適
地
・
不
適
地
ゾ
ー
ニ
ン

グ
研
修
会
』
を
開
催
し
、
県
内
の
森
林
組
合

や
林
業
経
営
体
、
県
職
員
な
ど
25
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

近
年
、
ス
マ
ー
ト
林
業
技
術
は
目
覚
ま

し
い
進
歩
を
遂
げ
て
お
り
、
各
経
営
体
に
お

い
て
も
ド
ロ
ー
ン
や
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
受
信
機
と

い
っ
た
ス
マ
ー
ト
林
業
技
術
の
導
入
が
進
ん

で
い
ま
す
が
、
取
得
し
た
デ
ー
タ
や
既
存
の

情
報
の
活
用
が
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い

現
状
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
元
長
野
県
職
員
で
「
Ｃ
Ｓ
立

体
図
」
を
開
発
す
る
な
ど
地
形
解
析
や
山
地

防
災
の
専
門
家
で
あ
る
、
株
式
会
社
ジ
オ
・

フ
ォ
レ
ス
ト
代
表
取
締
役
の
戸
田
堅
一
郎

氏
を
講
師
に
招
き
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
考
え
方

や
地
形
判
読
、
Ｃ
Ｓ
立
体
図
の
活
用
方
法
等

に
つ
い
て
学
び
、
林
野
庁
が
開
発
し
た
森
林

ゾ
ー
ニ
ン
グ
ツ
ー
ル
「
も
り
ぞ
ん
」
を
使
っ

て
防
災
面
と
収
益
性
の
観
点
か
ら
森
林
の

ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
方
法
に
つ
い
て
習
得
し

ま
し
た
。
ま
た
、
２
日
目
の
午
後
は
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
地
形
デ
ー
タ
や
航
空

レ
ー
ザ
ー
デ
ー
タ
、
既
存
の
写
真
デ
ー
タ
、

イ
ン
フ
ラ
デ
ー
タ
等
手
に
入
る
デ
ー
タ
を
か

き
集
め
て
Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
上
で
そ
れ
ら
の
情
報
を

基
に
ゾ
ー
ニ
ン
グ
と
施
業
提
案
を
各
班
で
作

成
し
発
表
す
る
、
大
変
充
実
し
た
研
修
会
と

な
り
ま
し
た
。

修
の
下
、全
国
で
10
番
目
の「
お

も
ち
ゃ
美
術
館
」
と
し
て
11
月

19
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

入
口
に
あ
る
シ
ン
ボ
ル
ツ

リ
ー
で
あ
る
樹
齢
約
２
５
０
年

の
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
ほ
か
、
木
曽

町
産
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た

館
内
が
印
象
的
で
、
ご
っ
こ
遊

び
が
で
き
る
遊
具
も
全
て
木
で

可
愛
く
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
童
心
に
帰
り
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
を
対
象

に
、
木
材
や
木
製
品
と
の
触
れ

合
い
を
通
じ
て
木
の
文
化
へ
の

理
解
を
深
め
、
木
材
の
良
さ
や

利
用
の
意
義
を
学
ぶ
「
木
育
」

に
つ
い
て
知
見
を
深
め
ま
し

た
。

お
も
ち
ゃ
美
術
館
に
隣
接
す
る
「
木
工

振
興
拠
点
コ
ウ
サ
ク
バ
」
で
は
、
Ｃ
Ｎ
Ｃ
マ

シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
最
新
の
木
工
機
械

を
駆
使
し
、
木
曽
産
材
の
ヒ
ノ
キ
を
使
っ
た

合
板
を
活
用
し
た
特
注
家
具
の
開
発
を
行

い
、新
た
な
木
材
利
用
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
木
曽
青
峰
高
校
や
県
立
上
松
技
術
専

門
校
の
卒
業
生
も
職
人
と
し
て
活
躍
し
て
お

り
、
地
元
の
木
材
の
活
用
が
雇
用
創
出
に
も

繋
が
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
体
験
で
は
「
五
平
餅
づ
く
り
」

と
「
木
の
ス
プ
ー
ン
制
作
」
で
手
を
動
か
し

な
が
ら
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

木
の
文
化
が
根
付
く
木
曽
谷
で
の
木
育

や
木
工
の
取
り
組
み
に
大
変
刺
激
を
受
け
る

一
日
で
し
た
。

▲木工振興拠点コウサクバで、㈱木曽谷 kousaku 小瀬木取締役
から説明を受ける一行

▲ふるさと体験での五平餅づくり
会員同士和気あいあいと木曽谷の味を楽しんだ

あ

、ホ
ダ木だ！

ぶ

ど
うも

収穫できる

♪

えごまタレが美味い！▶

長野県林業職員協会県大会
in 木曽町

地
形
か
ら
読
む

林
業
適
地
・
不
適
地
ゾ
ー
ニ
ン
グ
研
修
会

木育と木工から
木材利用の未来を
考える一日
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2023 年 長野県内木材市売日程

市売の最新情報については、各事業所にお問い合わせいただくかHPをご覧ください。

長 野 県 森 林 組 合 連 合 会 木 曽 官 材 市 売 協 同 組 合

1 月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

飯　伊
森林組合
木材共販所

伊那木材
センター

中信木材
センター

北信木材
センター 本部（製品）荻原（原木）坂下（原木）国有林土場等活用委託販売（原木）

19日（木） 18 日（水） 17 日（火） 18 日（水） 28日（土） 31日（火） 12 日（木） 11日（水）

16日（木） 8 日（水）
7 日（火） 8 日（水） 18 日（土） 21 日（火） 7日（火）

16日（木） 8 日（水） 7 日（火） 8 日（水） 18日（土） 22日（水）
1日（水）
15日（水）

1日（水）
15日（水）

7日（火）

13 日（木） 12 日（水） 11 日（火） 12  日（水）
15日（土） 18日（火）

5日（水）

20日（木）
11日（水）

18 日（木） 10 日（水） 9 日（火） 10 日（水） 20 日（土） 23 日（火）11日（木） 9 日（火）

15 日（木） 14 日（水） 13 日（火） 14 日（水） 17 日（土） 20 日（火）
1日（木）
15 日（木）

13 日（火）

13日（木） 12 日（水） 11日（火） 12日（水）
29 日（土）

19 日（水）
5日（水）

20日（木）
11 日（火）

24 日（木） 9 日（水） 8 日（火） 9 日（水） 26日（土）29 日（火）
3日（木）
24日（木）

17日（木）

14 日（木） 13 日（水） 12 日（火） 13 日（水） 16 日（土） 20日（水）
7日（木）

21日（木）

19日（木） 11 日（水） 10日（火） 11日（水）
14 日（土） 17 日（火）

5日（木）
19日（木） 10日（火）

16日（木）
14 日（火） 13 日（月） 15 日（水） 11日（土）　　14日（火）

9日（木）
22日（水）

7日（火）

20 日（水） 13日（水） 12日（火） 13日（水） 9 日（土） 12日（火）13 日（水） 5日（火）

12日（火）

初市初市 初市初市 初市 初市 初市

納市 納市 納市 納市 納市 納市 納市 納市

特選材市

特選材市

特選材市

特選材市

特選材市

特選材市

特選材市

春季謝恩市
春季謝恩市

広葉樹祭り優良材特別市

ひのき祭り
初市

花まつり
第49回全木協連優良
国産材製材品展示会

第26回全市連国産材
需要拡大製材品
特別展示大会

中元謝恩市
第56回
木材まつり

開設25周年記念市

開設56周年記念市 創立68周年記念市

開設62周年記念市 開設61周年記念市 開設65周年記念市

荷主会結成55周年記念市 第39回日本美林まつり

11
月
14
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
の
３
日
間
、
長
野

県
森
林
組
合
連
合
会
の
各
木
材
セ
ン
タ
ー
に
て
、
当
会

の
販
売
事
業
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
記
念
市
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
森
林
組
合
を
は
じ
め
、
多
く
の
出
荷

者
様
か
ら
優
良
材
を
ご
出
品
い
た
だ
き
、
関
係
者
の
皆

様
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

中
信
木
材
セ
ン
タ
ー
（
11
月
14
日
）
で
は
、
広
葉

樹
を
中
心
に
応
札
活
発
な
市
売
と
な
り
、
大
径
材
に
は

高
値
が
付
き
ま
し
た
。
販
売
量
は
５
，
７
８
０
㎥
で
し

た
。
伊
那
木
材
セ
ン
タ
ー
（
11
月
15
日
）
で
は
、
ヒ
ノ

キ
元
玉
良
材
や
広
葉
樹
良
材
に
応
札
が
集
中
し
、
カ
ン

バ
5.4
ｍ
（
末
口
52
㎝
）
に
２
０
０
，
０
０
０
円
／
㎥
の

値
が
付
く
な
ど
活
気
あ
る
市
売
に
な
り
、販
売
量
は
３
，

０
７
５
㎥
で
し
た
。
北
信
木
材
セ
ン
タ
ー（
11
月
16
日
）

で
は
、
カ
ラ
マ
ツ
高
齢
級
材
や
広
葉
樹
大
径
・
優
良
材

が
多
数
出
品
さ
れ
、
他
木
材
セ
ン
タ
ー
同
様
に
活
発
な

市
売
に
な
り
、
販
売
量
は
８
，
８
１
１
㎥
で
し
た
。

初
市
は
１
月
17
日
か
ら
で
す
。
本
年
も
出
品
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲伊那木材センターの記念市当日の様子
※裏表紙に記念市の様子を市況グラフとともに写真付きで
紹介しています。
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会

長

一般
財
団
法
人

山
　
口
　
勝
　
也

役
職
員
一
同

役
職
員
一
同

会

長

会
協
及
普
業
林
県
野
長

理
事
長

副
理
事
長

副
理
事
長

副
理
事
長

副
理
事
長

副
理
事
長

専
務
理
事

事
務
局
長

長
野
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

宮

崎

正

毅

佐

原

良

彦

都

築

　

透

麥
　
島
　
照
　
幸

新

井

藤

弘

峯

村

宗

次

柴
　
田
　
昌
　
志

松

本

寿

弘

長
事
理

一
般
社
団
法
人

 

森
林･

林
業
の
総
合
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

長
野
県
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

連
絡
協
議
会

会

長

会

長

林

　

和

弘

会

長

代
表
理
事
会
長

副
会
長
理
事

代
表
理
事
専
務

常
務
理
事

藤

原

忠

彦

林
　
　
　
和
　
弘

髙
　
田
　
幸
　
生

櫻
　
井
　
　
　
肇

幹 
事 

長

宮
　
崎
　
正
　
毅

水
　
本
　
　
　
豪

藤
　
原
　
忠
　
彦

宮

宣

敏

一
般
社
団
法
人

組
合
員
一
同

弘

和

　

林



■ 13 ■　長野の林業　No.385　2023.1

役
職
員
一
同

羽
　
田
　
健
一
郎

役
職
員
一
同

役
職
員
一
同

代
表
理
事
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県森連HPでは市売情報を写真付きで随時更新しております！

最新の市況表もご覧いただけますので、納材や入札の検討にご活用ください！

 「長野の林業」のバックナンバーもこちらから♪
長野県森連

長野県の木材市況

令和四年度 記念市
多くの優良材のご出品、並びに高値でのお買い上げ
をいただき、誠にありがとうございました。

▲北信木材センターの入札会場の様子

▲中信木材センターの展示の様子

▲伊那木材センターで最高値が付いたカンバ5.4m（末口52㎝）


